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石英の点接触変形・以上に速いエッチング速度について 

Dissolution of quartz around indented regions 
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超微少高度計を利用して石英単結晶の C 軸に垂直な面にビッカース圧痕をあけ 1 規定の HF(フッ化水素)でエッ
チングした．そして時間とともにエッチングされていく過程を原子間力顕微鏡で追跡した．圧痕以外の表面ではほ
とんど何もおこっていないように見えるが，圧痕の中では溶解が時間とともに進行していくのが分かった． 
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